
県
の
「
私
た
ち
の
名
水
」
検
 
様

の
清
水
」
（
市
内大
字
野
里
字

討
会
で
は
二
月
十
七
日
、
「権
現
 

山
野
越
地
内
）
な
ど
四
市
町
の
 

五
か
所
を
、
新
た
に
名
水
と
し

て
認
定
し
ま
し
た
。
 

しかわら 
発行 五所川原市 

TO37 
青森県五所川原市字岩木町12 

ftO173-⑩2111(ft) 
編 集 総務部秘書企画課

印 刷 五所川原印刷糊 

市の人口 総数51,658人（男24,739・女26,919）世帯数15,171 (2 月28日現在） 	（毎月 2 回 1日一 15日発行） 

「権現様の清水」 

し
た
。
 

こ
れ
は
、
水
質
保
全

・
自
然

保
護
の
た
め
の
「
日
本
の
名
水

百
選
」
の
県
内
版
で
、
昭
和
六

十
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
 

条
件
は
き
れ
い
な
水
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
昔
か
ら
生
活
に

活
用
さ
れ
、
水
に
ま
つ
わ
る
故

事
来
歴
が
あ
る
こ
と
で
、

こ
れ

ま
で
に
二
土

ハ
か
所
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

権
現
様

の
清
水
は
、
昔
か
ら

中
山
権
現
と
し
て
地
元
及
び
近

在
か
ら
崇
敬
さ
れ
て
き
た
霊
地

に
あ
り
、
清
水
は
夏
で
も
冷
た

く
頭
痛
、
眼
病
、
皮
膚
病
に
効

く
と
い
わ
れ
、
入
山
者
は
清
水

で
の
ど
を
う
る
お
し
、
権
現
様

に
無
事
を
祈
っ
て
か
ら
入
山
し

帰
り
も
身
を
清
め
て
無
事
を
感

謝
す
る
「
権
現
様
の
力
水
」
と

も
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
は
、
飲
料
水

・
風
呂
水

の
ほ
か
、
減
水
、
渇
水
が
な
い

こ
と
か
ら
農
業
用
水
に
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

去
る
三
月
二
＋
日
、
県
庁
に

お
い
て
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
 

市 民 憲 章 （昭平959年10月 1日制定） 

「権
現
様
の
清
水
」
県の
名
水
に
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 

,
 

・三, わた＜したちの先人は、．不廃不屈の五所川原 
‘ノ、一一． 	議 魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り 
),U.uu-t 	’二：開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

り 上げました。 

4 
:． わた＜したちは、この伝統を継承し、広 

-1 
'：・い視野に立って西北津軽の人マと協調 

し、郷土の限りない発展を願って、こ 
：こに市民憲章を定めます。  

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

”⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

⑥未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 



平
成
元
年
五
所
川
原
市
議
会

第
二
回
定
例
会
に
あ
た
り
、
施

政
方
針
を
申
し
上
げ
議
員
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
 

農
工
併
進
策
 

を
推
進
 

時
局
な
お
も
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
幸
い
、
本
市
は

多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
を
基

本
理
念
と
す
る
四
全
総
に
津
軽
 

（第684号）② 平成元年（1989年）4 月 1日 	 広報ごしょがわら 

平
成
元
年
第
ニ
回
定
例
市
議
会
が
、
「
一月
六
日
か
ら
ニ
十
日

ま
で
十
五
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
、
議
会
初
日
に
平
成
元
年
度
の
施
政
方
針
を
述

べ
、
そ
の
中
で
「
奉
仕
と
信
頼
の
市
政」
を
確
立
し
、「平
和
で

豊
か
な
ふ
る
さ
と
創
生
」
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
決
意
を

示
し
ま
し
た
。
 

「施
政
方
針
」
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
 

ふるさとの 
生をめざして 

自
動
車
道
が
組
み
込
ま
れ
、
半

島
振
興
法
に
基
づ
く
津
軽
半
島

振
興
計
画
が
国
の
承
認
を
受
け
、
 

さ
ら
に
は
西
北
唯

一
の
漆川
工

業
団
地
が
工
業
用
水
を
完
備
し

一
層
充
実
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

な
ど
、
か
つ
て
な
い
展望
の
下

に
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
政
府
自
民
党
に
対

し
津
軽
自
動
車
道
に
つ
い
て
強

く
要
請
致
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
自
動
車
道
の
早
期
着
工

の
可
能
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

「五
所
川
原
大
橋
」
は
七
月

供
用
開
始
、「新
津
軽
大
橋
」
は

今
秋
完
成
の
見
通
し
で
あ
り
、
 

国
道
一
〇
一
号
、三
三
九
号
に

つ
き
ま
し
て
も
半
島
振
興
法
等

の
援
護
の
下
に
一
層
の
整
備
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
 

昭
和
六
＋
三
年
の
本
県
の
人

口
移
動
状
況
に
よ
れ
ば
、
人
口
 
 

が
増
加
し
た
の
は
県
内
六
十
七

市
町
村
の
う
ち
七
市
町
村
だ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
、
本
市

は
八
戸
市
に
次
ぐ
四
百
六
十
五

人
の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。
一
」
 

の
こ
と
は
、
当
市
が
最
大
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
企

業
誘
致
・
地
場
産
業
の
振
興
を

旨
と
す
る
農
工
併
進
策
が
効
を

奏
し
は
じ
め
た
も
の
と
受
け
と

め
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
、
市
の
誘
致
企
業
は
十

一
、農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
は

近
々
完
成
子
定
の
長
橋
地
区
を

加
え
六
つ
を
数
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
働
く
場
所
を
確
保

し
出
稼
ぎ
解
消
の
非
願
を
達
成

す
る
た
め
、
さ
ら
に
農
工
併
進

策
を
推
進
し
て
ま
い
る
決
意
で

あ
り
主
ト
。
 

農
業
は
 

市
の
基
幹産
業
 

農
業
は
あ
く
ま
で
市
の
基
幹

産
業
で
あ
り
、
 一
段
と
厳
し
く

な
っ
た
減
反
政
策
、
農
産
物
輸

入
問
題
に
対
し
て
は
あ
く
ま
で

米
と
り
ん
ご
を
守
り
つ
つ
、
野

菜
、
花
井
、
畜
産
等
の
振
興
に

よ
り
対
応
し
て
ま
い
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
特
に
米
に
つ
き
ま
 
 

し
て
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
「
ア
ギ
ヒ
カ
リ
」
か
ら
「
む

つ
ほ
ま
れ
」
に
本
年
一
挙
に
更

新
す
る
所
存
で郵
押
ま
す
。
 

商
業
の
 
編
『
 

クま
ち
4
再
生
を

め
ざ
し
て
 

本
市
は
百
年
の
伝
統
を
誇
る

商
業
の
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。
 

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
お

い
て
も
西
北
津
軽並
び
に
津
軽

半
島
の
経
済
の
中
心
と
し
て
の

地
位
を
堅
持
す
る
た
め
に
は
、
 

商
業
の
近
代
化
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
駅
前
再

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
そ
の
核
と
な
る
国

鉄
余
剰
地
を
二
年
以
内
に
取
得

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
さ

ら
に
広
域
観
光
を
推
進
し
、
当

市
を
近
く
実
現
す
る
岩
木
山
麓

国
際
ス
ギ
ー
場
の
玄
関ロ
と
し

て
位
置
づ
け
、
発
展
を
期
し
て

ま
い
り
た
い
と
右
じ
ま
す
。
 

ま
ち
づ
＜
り
の
 

根
幹
は
 

人
づ
＜
り
 

ま
ち
「
く
リ
は
紅
局
は
人
づ

く
り
で
あ
り
ま
す
。
 

教
育
・
体
育
・
福
祉
の
振
興

な
く
し
て
、
う
る
お
い
と
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
不
可
能

で
あ
り
ま
す
。
若
人
に
は
気
概

を
、
お
年
寄
り
に
は
生
き
が
い

の
あ
る
地
域
社
会
の
建
設
こ
そ

究
極
の
目
標
で
あ
り
ま
す
。
 

今
日
、
本
市
の
最
大
の
課
題

の
ー
つ
は
老
朽
校
舎
の
解
消
で

あ
り
ま
す
が
、
財
政
極
め
て
厳

し
い
中
で
南
小
学
校
を
は
じ
め

老
朽
校
舎
解
消
に
向
か
っ
て
鋭

意
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。
 

ま
た
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
、
 

ス
ポ
ー
ッ
振
興
に
寄
与
す
る
大

規
模
自
転
車
道
が
津
軽
富
士
見

湖
・
狼
野
長
根
自
転
車
道
と
し

て
新
規
採
択
さ
れ
る
見
通
し
で

あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
新
年
度
は
「
五
所

川
原
市
教
育
・
文
化
・
体
育
施

設
管
理
公
社
」
を
設
立
し
、
民

間
活
カ
の
効
果
的
導
入
並
び
に

経
費
の
削
減
に
努
め
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
 

発
足
以
来
高
齢
者
の
雇
用
の
場

の
拡
大
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
発
展
を

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
 

r
 



衛生費 

総務費 1.640.880干円(12.8o) 

公債費 1.514,147千円（11.1%) 

1.052.863千円（7.7%) 

民生費 3.2弱.945千円（乃.9%) 

土木費 2,339.532千円（17.1%) 

教育費 2,034,932千円（14.9%) 

消防費 598,241千円（4.4%) 

I 農林水産業費 4引 435千円（3,  5%) 

l商工費 336.  567千円（2.  5%)  

~その他 393・458千円（2・99) 

資・出資金
貸付金 

831, 740 
(6 I 

歳
 

出
 

災害 
復旧事業費 

63.045 
10.5) 

性
質
別
予
算
構
成
比
 

（
単
位
「
手
円
・
9
6)
 

維持補修費 
1 76.052 
1.3) 

扶助費 
2.735.509 
(20.11 

物件費 
1,015,639 

(7.4) 

補助費等 

L欄』, 

8
 

《b
ー
 

。
】ー
 

費
1
31
1
 

債
5

く
 

公
ー
 

普通魂設事業賢 
2.640,222 
(19.3) 

繰出金 
972.553 
(7.1) 

その他の
経賢 

4.4曽務 

投資的
経費 

2.7界溜 

憐務的
経賢 

6.5為溜 
人件費 
2. 291. 574

(16. 8) 

―般会計 136億5,100万円の内訳 
り内は構成比 

歳
 
入
 

その他 1関.910千円n.4%) 

使用料及び手数料 249.890千円り.8%) 

地方譲与税 256.535千円n.9%) 

分担金及び負担金 426,922千円（3.1%) 

1 県支出金 431.550千円（3. 2%) 

市 債 805.2叩千円（5.9%) 

諸収入 938,505千円（6.9%) 

国庫支出金 2,703.304千円（19.8%) 

市 税 3.457.184千円（25.3%) 

地方交付税 4,193.000千円（30.7%) 

豊かな 
創 

新
五
所
川
原
市

総
合
計
画
の

策
定
を
推
進
 

こ
の
よ
う
に
、
平
成
の
新
時

代
そ
し
て
二
十

一
世
紀
を
展
望

す
る
と
き
、
本
市
は
西
北
津
軽

並
び
に
津
軽
半
島
の
拠
点
都
市

と
し
て
か
つ
て
な
い
明
る
い
気

運
に
満
ち
て
お
り
、
市
民
各
階
 

経
費
節
減
を
 

図

り
 

財
源
確
保
 

各
層
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

新
五
所
川
原
市
総
合
計
画
の
策

定
作
業
を
す
す
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
こ
れ
を
策
定
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

,
 

平
成
元
年
度
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
依
然
厳
し
い
財
政
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
増
嵩
す
る
諸
経
費
の
節

減
を
図
り
つ
つ
財
源
確
保
に
努

め
た
結
果
、
 一
般
会
計
の
予
算

の
総
額
は
、
前
年
比
二

・
二
督

増
の
百
三
十
六
億
五
千
百
万
円

と
な
り
、
昨
年
に
引
き
つ
づ
く

積
極
型
予
算
と
な
っ
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。
 

「奉
仕
と
信
頼
の

市
政
」
を確
立
 

新
た
に
始
ま
っ
た
平
成
の
時

代
が
、
そ
の
意
味
す
る
が
如
く
、
 

我
が
国
に
と
っ
て
は
勿
論
の
こ

と
我
が
ふ
る
さ
と
に
と
っ
て
 
「
 

内
平
ら
か
に
外
成
る
」
も
の
で

あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

市
政
は
あ
く
ま
で
市
民
の
も

の
で
あ
り
、
常
に
反
省
に
立
ち
、
 

綱
紀
を
ひ
き
し
め
、
奉
仕
と
信

頼
の
市
政
確
立
の
た
め
粉
骨
砕

身
い
た
し
て
ま
い
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。
 

平
和
に
し
て
豊
か
な
ふ
る
さ

と
創
生
の
た
め
、
五
万
市
民
大

同
団
結
の
も
と
、
今
こ
そ
不
擁

不
屈
の
五
所
川
原
魂
を
奮
い
起

こ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

③平成元年（1989年）4 月 1日 

  

広報ごしょがわら （第684号） 

      

      

特別会計予算の内訳（企業会計を除く） 
（単位：丁円） 

会 計 名 予 	算： 額 

国 民 健 康 保 険 3,438 ,386 

高 等 看 護 学 院 54 ,029 

老 人 保 健 1,900 ,596 

長 者 森 平 和 公 園 3,314 

下‘ 水 i首 1,285 ,997 
農 業 集 落 排 zk 123 ,553 

計 6,805 ,875 



重点施策の主なもの 
（単位：千円） 

1 ．市民生活関連基盤の整備

市営住宅建替え（中層3階） 

区画整理（南部地区） 	106,732 

準用河)l湊)Il改修 	 21,300 

農業及び公共土木災害復旧 63,045 

臨時地方道整備 	 145,000 

除雪機械購入 	 19,000 

交通安全施設整備 	 19,537 

吹畑・漆川線自歩道新設 	40,010 

県営農村総合整備モデル負担金 

16,982 

消防施設整備 	 35, 340 

津軽広域水道企業団ハ、の出資 

64,015 

下水道会計ノ＼繰り出し 	456,134 

（予算総額 1,285,997) 

農業集落排水会計ノ＼繰り出し 

33,823 

（予算総額 123,553) 

消防事務組合負担金 

（救助工作車購入含む） 530,632 

衛生処理組合負担金 	396,016 

2.産業経済の振興 

飯詰地区加工施設建設 	54,412 

団体営草地開発整備 	17,917 

野菜銘柄産地確立補助 

津軽半島五所川原観光物産展補助 

1,500 

計画転作促進事業補助 	6,997 

労働金庫貸付金 	 25,000 

中小企業特別融資貸付原資 260,000 

県営浅瀬石川・小田川かんがい 

排水負担金 	 5,815 

堺野沢及び三の沢ため池整備負担金 

10,316 

3.教育・福祉・体育・ 
文化の振興 

南小学校建設 	 420,595 

五所川原小学校建設 	282,563 

幼稚園就園奨励費 	 12,128 
三好保育所全面改築補助 	4,650 

東小プール建設及び水道切替 

45,024 

第三中テニスコート整備 	5, 178 

高額療養費貸付 	 30,000 

長寿褒彰 	 8,990 

シルバー人材センター補助 26,600 

老人保健会計へ繰り出し 

（予算総額 1,900,596) 

国民健康保険会計／＼繰り出し 

61,146 

（予算総額 3,438,386) 

高等看護学院／＼繰り出し 	39,483 

（予算総額 54,029) 

西北中央病院ハ、繰り出し 	270,000 

テニスコート照明施設（6基） 

23,500 

観音林遺跡発掘調査 	 2,674 

4 ．西北津軽の中心都市 

としての機能充実 

市民プール公園整備 	91,747 

菊ケ丘運動公園整備 	30,010 

田川・三ツ屋線街路（立体交差） 

120,063 

漆川・岩木町線街路 	100 ,010 

漆川8号線（橋梁、道路改良） 

99 , 845 

湊・寺町線街路 	 29,800 

県営街路（姥惹・田川線）負担金 

64,565 

県営五所川原地区広域農道負担金 

13,682 

645,828 

106,732 

21,300 

63,045 

145,000 

19,000 

19,537 

40,010 

平成元年（1989年）4 月 1日 

  

広報こ‘しょがわら 	 （第684号）④ 
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有
能
な
技
術
者
と
し
て
6
6人
巣
立
つ
 

青
森
職
訓
短
大

で
卒
業
式
 

米地
域
医療
か域
い
一
 

姉
泣
輪
等
看
穫
浮
院
で
卒
業
式
 

米
米

象
来

米
声
果

廉
』
米

書
喪

声
警

※
与
キ
鵬

米
米
米
 

迫
下い
」
手3
6人
巣
立
つ

（》
 

て
米
 

米
キ
 

z
帯
 

津
軽
地
域
唯

一
の
工
科
系
大

学
で
あ
る
青
森
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
（
辻
茂
校
長
）
で
三
月

十
七
日
、
第
四
回
生
の
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
に
は
、
卒
業
生
と
父
母
、
 

来
賓
、
学
校
関
係
者
な
ど
合
わ

せ
て
約
百
五
十
人
が
出
席
。
 

ま
ず
辻
校
長
が
、
卒
業
生
一

人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
た
後
、「今
世
紀
末
に
お
い
て

社
会
の
中
堅
と
な
る
べ
き
世
代

の
皆
さ
ん
は
、
常
に
日
進
月
歩

の
科
学
技
術
の
進
展
に
気
を
配
 
 

り
、
心
を
使
い
、
卒
業
後
も
他

か
ら
学
び
、
自
ら
学
び
、
生
涯

を
通
し
て
学
寧
心
を
持
ち
続
け

て
く
だ
さ
い
」
 
と
式
辞
を述
べ

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
雇
用
促
進
事
業

団
理
事
長
代
理
の
吉
富
訓
練
大

学
校
指
導
課
長
が
挨
拶
、
県
知

事
代
理
の
上
山
忠
男
商
工
労
働

部
次
長
の
祝
辞
に
続
き
森
田
市

長
が
「
本
市
を
中
心
と
す
る
西

北
津
軽
は
な
お
も
厳
し
い
現
実

で
は
あ
り
ま
す
が
、
四
全
総
に

津
軽
自
動
車
道
が
組
み
込
ま
れ
 
 

た
こ
と
、
半
島
振
興
法
の
指
定
、
 

工
業
用
水
を
完
備
し
た
漆
川
工

業
団
地
の
整
備
充
実
等
、
か
っ

て
な
い
展
望
の
も
と
に
あ
り
、
 

青
森
職
訓
短
大
に
寄
せ
る
期
待

は
誠
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
有
能

な
技
術
者
と
し
て
、
ま
た
人
間

性
豊
か
な
社
会
人
と
し
て
大
成

し
て
く
だ
さ
い
」
 
と
祝
辞
を述

べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
生
産
機
械
科
の
佐
々
木

秀
勝
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
学
ん

だ
知
識
と
技
能
を
発
揮
し
、
 一

日
も
早
く
一
人
前
の
社
会
人
と

な
り
、
母
校
の
名
誉
を
高
め
る

よ
っ
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
 

と
謝
辞
を
述
べ
式
を
終
わ
り
ま

し
た
。
 

今
回
、
同
校
を
卒
業
し
た
の

は
生
産
機
械
科
二
十
人
、
金
属

成
形
科
十
四
人
、
電
子
科
十
七

人
、
建
設
設
備
科
十
五
人
の
合

わ
せ
て
六
十
六
人

（う
ち
女
子

二
人
）
で
、
就
職
地
は
県
内
が

約
八
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
 
 

米
米

筆
 

兼
井
米
米

米
勢

米
米
米

y

餌
米
米
米
米

米
米
 

米
米
米
米

米
米
米
米

米
米
米
 

去
る
三
月
十
二
日
、
市
立
高
 

等
看
護
学
院

（
学
院長
・
副
島
 

清
治
西
北
中
央
病
院
長
）
で
は
 

昭
和
六
十
三
年
度
の
卒
業
式
を
 

行
い
、
三
十
六
人
が
巣
立
ち
ま
 

し
た
。
 

今
回
の
卒
業
生
は
男
子
一
人
、
 

女
子
が
三
＋
五
人
で
、
こ
れ
ま
 

で
三
年
間
学
理
と
西
北
中
央
病
 

院
で
の
実
習
を
行
い
、
地
域
医
 

療
の
担
い
手
と
な
る
べ
く
学
ん
 

で
き
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
副
島
学
院
長
が
卒
 

業
生

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
 

を
手
渡
し
た
後
「
皆
さ
ん
が
看
 

護
婦

（
士
）
を
一
生
の
職
業
に
 
 

選
ん
だ
こ
と
を
誇
り
と
し
、
日

々
進
歩
、
発
展
す
る
医
学
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
自
分
で

考

え
、計
画
を
立
て
、実
行
す
る

看
護
を
心
懸
け
て
く
だ
さ
い
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
森
田
市
長
が
「
 

医
療
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
は
、
 

常
に
新
し
い
知
識
を
吸
収
し
、
 

技
術
の
研
さ
ん
に
努
め
る
と
と

も
に
、
深
い
愛
情
の
持
ち
主
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
ら

選
ん
だ
看
護
婦
・
看
護
士
の
仕

事
に
誇
り
を
も
っ
て
奉
仕
と
信

頼
の
医
療
に
徹
し
、
そ
の
使
命

を
全
う
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

生
 
ま
す
」
と
あ
い
 

業
 
■
 

卒
 
■
 

る
 
■
 

山
ノ
 

劉
 
囲
 

を
 

書
 

証
 

韓
 

費
 

加
 
・
 

」m
 
.
 

院
 

I
 

学
 
・
 

島
 
■
 

副
 
 

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
来
賓
と
し
て
県
環
境

保
健
部
長
代
理
の
山
田
国
男
五

所
川
原
保
健
所
主
幹
、
川
浪
重

次
郎
市
議
会
議
長
、
日
本
看
護

協
会
青
森
県
支
部
長
代
理
の
梅

村
紘
子
さ
ん
の
三
人
が
祝
辞
を
、
 

在
校
生
を
代
表
し
て
木
村
辰
巳

さ
ん
が
送
辞
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
鈴
木
み
の
り
さ
ん
が
「
 

常
に
向
学
心
に
燃
え
、
勉
学
し

て
い
く
こ
と
を
忘
れ
ず
、
専
門

職
業
人
と
し
て
責
任
あ
る
態
度

で
の
ぞ
み
ま
す
」
 
と
答辞
を
述

べ
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

卒業式で卒業証書を手渡す辻校長 

卒業式で祝辞を述べる森田市長 
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こ
の
春
、
実
社
会
（
は
ば
た

く
若
者
を
激
励
し
よ
う
と
三
月

七
日
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
 

「地
元
就
職
者
激
励
大
会
」
が

初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
五
所
川
原
地
区
雇
用

対
策
協
議
会

（
前田
堅
会
長
）
 

が
主
催
し
、
市
、
商
工
会
議
所
、
 

県
が
後
援
し
た
も
の
で
、
西
北

五
地
方
の
企
業
に
就
職
す
る
高

卒
者
、
企
業
の
代
表
な
ど
約
一
一

百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

初
め
に
前
田
会
長
が
「
皆
さ

ん
は
ご
れ
か
ら
実
社
会
に
は
ば

た
く
わ
け
で
す
。
苦
し
い
こ
と
 

も
多
い
で
し
ょ
う
か
負
け
ず
に
 

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
 
と
あ
いさ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
 

続
い
て
、
市
長
代
理
の
逆
瀬

川
市
経
済
部
長
、
川
口
亀
十
郎

五
所
川
原
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
 

三
H
繁
五
所
川
原
公
共
職
業
安

定
所
長
が
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
辻
茂
青
森
職
業
訓

練
短
期
大
学
校
長
が
「
近
未
来

産
業
社
会
へ
巣
立
つ
青
年
に
贈

る
こ
と
ば
」
と
題
し
て
講
演
し
、
 

「地
元
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
 

め
に
も
、
大
い

に
学
び
、
考
え

そ
し
て
豊
か
な

創
造
性
を
養
っ

て
く
だ
さ
い
」
 

と
訴
え
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
 

地
元
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
 

出
席
者
は
楽
し

い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
 

激励会で講演する辻校長 

協
（
 
ー
五
所

川
原
地
区

雇
用
対
策

協
議
会

ー
 

m地
元
 

讐
．J
ニ
‘
 

‘い
・
ノ
 

春の全国交通安全運動 （4月6日～15日） 
@）運動の重点 
1．子どもと高齢者、特に新入学 （園） 児童の交通事故防止 
2．若年運転者による飲酒、暴走等無謀運転の追放 
3．二輪車、自転車の交通事故防止 
4．正しい方法によるシートベルト、ヘルメットの着用の徹底 

五所川原市交通事故防止対策本部・五所川原警察署 

「電
話
お
願
い

手
帳
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

N
T
T
五
所
川
原
電
報
電
話
局
 

ロ
本
電
信
電
話
卿
N
T
T
五
 
ル

司
局
長
）
で
は
三
月
一
日
、
 

か
ら
始
ま
り
相
手
先
の
名
前
や

川
原
電
報
電
話
局
（
大
久
保
 
大
久

保
局
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
 
電
話
番
号
を
記
入
す
る
ペ
ー
ジ
 

り
耳

や
言
葉
が
不
 
が
続
い

て
お
り
、
近
く
に
い
る
 

吐

自
由
な
人達
が
 
人
割

話
を
お
願
～勲
町
 

脹
勲
編
裁
 
熱
髪
勲
割
に
な
ぎ
 

解
頼

す
る
際
に
使
 
い

ま
す
o
 

大
 
用
す
る
「
電
話
 

こ
の
寄
贈
に
対
し
森
田
市
長

討
 
お
願
い
手
帳
」
 
は
「

ご
好
意
感
謝
い
た
し
ま
す
o
 

手

八
＋
冊
を
森
田
 
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

帳
市

長
に
手
渡
し
 

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

手

ま
し
た
o
 

市
で
は
、
こ
の
手
帳
を
市
福

長
 
こ
の
手
帳

は
、
 
祉
事
務
所
を
通
じ
て
、
耳
や
1
1口

師
 

〇
番

・
一
 
葉
が

不
自
由
な
人
達
に
配
布
す

森
 

九
番
通
報
用
 
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

図
書
の
購
入
に
と
7
万
5
千
円
 

合
同
除
厄
実
行
委
員
会
 

寸
成
ル
介
力
所
川
原
合
同
除
 

Hタ
郎
実

行
委
員
長
）
で
は

」
 

繋
 
剥

円
を寄
付
 

畑
長
 
し

ま
し
た
。
 

嶋
長
 

耕
め
辱

に
市
中
央
公
民

図
月
涯

館
で
開
い
た
合
 

鶏
鷲
読
議
 

田
ヲ
d
 
て
ニ
ー二
一
ー
 

斑
佐
ひ

人
参
加
）
の
収
 

ロ
本
電
信
電
話
卿
N
T
T
五

所
川
原
電
報
電
話
局
（
大
久
保
 

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

厄
祈
願
祭
実
行
委
員
会
（
太
田
  

月
十
六
日
、
図
書
の
購
入
に
と
 

辰
ち
 
図
書

券
で
七
万
 

汰
削
 

二
t
わ

、
司

汁
郵
り
 
一
」れ
は
 
匠
 

唯
非
佐

実
行
委
員
会
が
 

睦
和
彫
去

る
二
月
五
日
 

に
人
弼
 

支
決
算
剰
余
金
を
寄
付
し
た
も

の
で
す
。
 

こ
の
日
太
田
実
行
委
貝
長
、
 

飛
嶋
慶
治
、
櫛
引
忠
造
副
実
行

委
貝
長
の
三
人
が
市
役
所
を
訪

れ
、
森
田
市
長
に
図
書
券
を
手

渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長

は
「
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
図
書
館
の
充
実
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

戸
‘

一
 



児童手当の 
受給申請について 
児童手当は、家庭生活の安定と次代をまLI！う児

童の健全な育成・資質の向上を図るために支給

されます。手当を受けるためには、受給申請が

必要です。 まだ手当の支給を受けていない方は

申請手続きをしてください。 

ン受給資格者 

小学校入学消永乃児童を含む18歳未満の児童

を 2 人以上養育しており、」収入が一定の額未

満の方。なお、 自分のお子さんでなくても、 

その児童を監護し、一定の生計関係があれば

受給できる場合があります。 

ン児童手当の額 

2 番目の児童には月額2,500円、3 番目以降

の児童には、1人につき月額5,000F］が小学校

入学まで支給されます。 

ン申請の際に必、要なもの 

(1）印かん 

(2）年金加入証明書（厚生年金保険などの加入

者は事業主の証明が必、要です一用紙は市民

課にあります） 

(3）保険証 

(4）支まl、希望金融機関の名称と口座番号・ 

(5）所得証明書（本年 1 月 1 日に他の市町村に

住所を有していた場合は、前住所地におけ

る前年の所得証明書が必、要です。ただし、 

1月から 5 月までの月分については前々年

をいいます） 

※その他詳しいことは、市民課（廿電5>2111番内

線 2 6 2 番）へどうぞ。 

南部地区土地区画整理審議会

委員当選人決定のお知らせ 
さきに「広報ごしょがわら」 1 月15日号でお

知らせした南部地区土地区画整理審議会委員選

挙は、届け出のあった候補者の数が、選挙すべ

き委員の数を超えなかったので、投票は行いま 

ーせスノーでした。 

土地の所有者から選ばれた審議会委貝は次の

とおりで’す。 

猪口兼三郎（鎌谷町） 、ま屈内日召雄・工藤秀四

郎（以上八重菊）、葛西喜一・小田桐責・小田

桐一男・葛西良一（以上元町）、外崎勲（烏森） 

※任期は、平成元年 3 月19日から平成 6 年 3 月 

18日まで’の 5 年間で’す。 

⑦平成元年（1989年）4 月 1 日 	 広報ごしょがわら 
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市消費生活モ二ター調査結果 

市で1ま、 5 人の消費生活モニターを委嘱し、 

独自に品目を設定して市民生活に関連性の高い 

ど物資などの価格調査を行っています。 

この 5 人の調査結果の平均を 3 ケ月ごとに公 

表しています。（前回は 1月15日号に掲載） 

買物などの参考にしてください。 

（単位：円） 

品 	目 規 	格 1 月 2 月 3 月 

灯 油 18 > 缶入 575 614 407 

汀 油 1lローリー価格 31 32 31 

LP ガス 5M3 2,812 2,812 2,812 

ガソリン レギュラ1 1l 116 117 118 

ガソリン ノ、イオクタン ll 109 138 121 

軽 油 1e 現金 66 67 67 

牛 肉 もも肉 b0og 342 360 344 

豚 肉 もも肉 100 g 141 141 125 

鴫 肉 もも肉 100 g 88 93 94 

鶏 卵 1kg 237 256 207 

ノ、 	ム 
プレスハム JAS 

上級 b0og 214 215 212 

牛 乳 
成分無調整牛乳 

1l 222 234 204 

ノぐタ― 225 g 紙箱入 375 373 381 

食パン 普通食パン 148 148 148 

まぐろ 刺身用 b0og 119 209 203 

し、 	か するめいか b0Og 240 161 254 

●
 」

  
た
  

まだこ b0Og 184 160 174 

焼ちくわ 100 g 73 72 72 

キべ・ノく、ソ 普通品 lkg 2,6. 192 154 

ほうれんそう 100 g 95 51 36 

にんじん 1kg 173 134 130 

わかめ 塩 100 g 41 79 42 

糸こんにゃく 100 g 42 55 41 

十うどん 250 g 92 157 92 

千のり 1ちよう 黒のり 389 388 390 

豆 腐 丸棒形袋入 65 65 69 

納 豆 丸納豆 b0og 67 69 69 

味 そ 2kgl袋 559 558 519 

しよう油 
濃口（本醸造） 

特級 1.8l 535 534 538 

サラダ油 びん入 1. 650 g 527 492 491 



芦野堰（ゴム堰）の 
船舶航行のお願い 

岩木川に設置した芦野堰（ゴム堰）は、洪71く

から地域住民を守るとともに、農業用水を取る

ために川幅を広げたところに作った堰で、昭和 

63年10月に完成した施設です。 

昨年11月初めごろ、小型船舶のスクリューに

よると思われる穴があき起立することができな

くなりました。 

今は修理を完了していますが、今後このよう

な事故がありますと大切な水が取れなくなりま

す。 

小型船舶をお持ちの方は、芦野堰（ゴム堰） 

の上を通らないよう＋分注意してください。 

※詳しいことは、建設省青森工事事務所五所川

原出張所（廿＠2738番）へどうそご。 

☆青森県青年のI船 

N訪問先及び寄港地 大韓民国（釜山、慶Jl」）、 

中華人民共和国（大連、天津、北京） 

ン期間 9 月l0日～23日 （13●白14日） 

ン募集人員 本市から13人（県全体で350人） 

＞募集期間 4 月1 日～30日 

レ経費 イ固人負担額 147,000円 

ン」応募資格 ①市内（県内）に居住し、 日本国 

籍を有する20歳以上30歳未満の男女（ 4 月 1 

日現在）(2）帰国後、各地域・職場・青少年団 

体等において活動が期待できる人。 

ン申し込み・間い合わせ先 市中央公民館内国 

連青少年の家（廿⑩6056番）又は県少年婦人 

室（廿01 77⑩ 1111番内線2217番）へどうそご。 

☆あすなろ民踊同好会 

民謡や舞踊、 カラオケの好きな方、あなたの 

趣味や特技を地域福祉の向上のために役立てて 

みませんか。 

未経験者も大歓迎です。入会希望の方は、山 

形功さん（市内吹畑”電ら)4844番）へどうぞ。 

☆五所川原宝生会 （謡曲） 

ン練習日 毎週火曜日 午後 7 時～ 9 時 

レ場戸斤 市中央公民館 

レ連絡先 小田桐勝三郎さん（”国）4814番）へ。 

平成元年（1989年）4 月 1日 
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青少年・子ども赤十字（ J RC)'--
21世紀の担い手づ〈り 

青少年・子ども赤十字は、将来を担う青少年

が赤十字を正しく理解し一人ひとりが世界の平

和と人類の福祉に貢献できるように、 日 J常生活

の中で、望ましい人格と精神を自らつく りあ‘ず

ることを目的としています。 

幼児施設・小・中・高等学校内に組織される

青少年・子ども赤十字は先生を指導者とし、幼

稚園・保育園・学校教育を場として進められて

いますが、その活動は次のような世界共通の実

践目標に基づいています。 

1．生命と健康を大切にする。（健康・安全） 

2‘人間として社会のため、人のためにつくす責 

~ 任を自覚し、実行する。（奉仕） 

' 3．広く世界の青少年を知り、仲良く助け合う半青

神を養う。（国際理解・親善） 

心の国境を取り払い、全世界の平和と全人類

の幸福を願い、実践することこそが真の国際化

といえるならば、青少年・子ども赤十字の育成

こそが真の国際人の育成であり、その重要性は、 

はかり知れないものがあります。 

※子ども赤十字への加盟登録等についての間い

合わせは市福祉事務所（か亘ら)2111番内線 28 

0 番）へどうぞ。 

☆技能検定試験 

＞職種 造園・機械加工・印刷など42職種 

レ資格 1級は12年以上、 2 級は 3 年以上の実 

務経験年数を有する者 

ン受検料 実技・…9,500円～12,500円（職種によ 

る）、学科 一律2,300円 	 I 

r ン実施日 実技・… 6 月16日～ 9 月11日間の指定

する日、学冴斗… 8 月27日・ 9 月 3 日・10日の

いずれかの日曜日。 

）申し込み締4コ］ 4 月末日 

ンお申し込みや詳しいことは、県職業能力開発

協会（廿0177⑩5561番）又は五所川原共同高

等職業訓練校（"（③ 3)2731番）へどうぞ。 

☆ソフトボール部員 

N対象 市内在住の女性でソフトボールの好き

な方。（初心者歓迎） 

＞青凍習 毎週 2 回 

レ連絡先 五所川原ママーズクラプ神成さん（ 

市内石岡廿⑨9548番） まで、 	 （ 

☆卓球愛好会 

N対象 どなたでも会貝になれます（初心者歓迎） 

レ練習 毎週木曜日 （午前10時～正午） 

ンi重絡先 昼：間一古川さA (廿⑩7919番）、午後 

6 時以降一花田さん（か国）2189番） まで。 
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狂犬病予防注射と登録 

 

レ犬の登録は年1回です。 

犬の注射・登録手数料表 

『毒篇区 分 金 	額 

注 射 手 数 料 2,760円 

登 録 料 2,100円 

計 4,860円 

⑨飼い主の皆さんへ 

(1）犬の登録をしないと 

②犬の注射を受けないと 

※放し飼いは事故のもとです。 他人に迷惑をカ、 

けますから絶対にしないで’くノごさい。 

詳しいことは、市衛生課予防衛生係（廿電う>21 

11番内線272番）へお問い合わせくノごさい。 

狂犬病予防注射日程表 

月日 場 所 時 	間 

4
月

1
0
 
H
卿
 

みどり町 コミュニテイセンタ一栄前 9: 30~ 10: 20 
梅 	田 成 田 理 容 所 前 10: 30-10 : 50 

II コ ミ セ ン 梅 沢 前 ii:00~ii: 20 
中 	泉 集 会 	所 前 ii: 30--li :50 
羽野木沢 コ ミ セ ン 七 和 前 13: 00-13:30 
持子沢 集 会 	所 前 13: 40-14:00 

4
月
 
1
I
'
 

H
 刃
 

山
里
 
山
木
 
岡
山
沢
 

福
野

神

松

福
若
戸
 

野
  

石 岡 給 油 所 前 9: 30~ 9 : 50 
野 里 公 民 館 前 jo: oo~io :20 
松 野 商 店 前 10: 30~b0 : 50 
十 

佐 

文 

々 木 商 店 

字 

前 

n:oo~n: 20 
11:30~li: 50 

集 会 	所 前 13: 20-13: 40 
斎 藤 精 米 所 前 13: 50-14 :10 

1
 月
  
1
2
 
日
 困
 

桃
 
一
 
馬
平
興
 
飯
 
下

崎
坪

性
町
隆
詰
 
崎
 

野
 

”
 
岩
 
 

．ハ
 
集
集
消
消
秋

飯
集
 

停
所
所
所
所

店
所

所
 

前

前
前
前

前

前
前
前
 

ス
会
会
 

会

屯
屯

商
支
 

防
防

元
詰
  

9 : 30~ 9 : 50 
10: oo~io :20 
10: 30~lO :50 
n:oo~u: 20 
11:30~Il: 45 
13: 00-13 : 20 
13: 30-14 :00 
14: 1O-14 :30 

4
 月
  
1
[
3
 

H
 困
 

川
 
川
畑
 
柳
岡
 
田
 
山
尾
 

十
漆
吹
 
唐
 
石
 
米
金

水

笠
 
野
 

集 会 	所 前 9:30一1 9:50 
神 社 前 10: oo~io: 20 
毛 内 光 春 宅 前 10: 30-10: 50 

T 
寺 

字 

田 武 道 宅 

路 

前 

u:oo~u: 10 
ii: 20-11: 40 

対 馬 精 米 所 前 13: 00-13: 20 
児 童 	館 前 13 : 30-13 : 50 
集 会 	所 前 14: 00-14 :20 

4
月
 
1
[
4
 

H
 圏
 

種
 
川

桜
沖
毘
 

長
 
共

井
山
 
田
詰

門
 
富

栄
 

飯
 
沙
 
”
 

 

集 会 	所 前 9 : 30~ 9 : 50 
コ ミ セ ン 中 川 前 10: 00~lU :30 
神 社 前 10:40~Il: 00 
消 防 	屯 所 前 11:10~li: 30 
毘 

泉 

沙 門 十 文

谷 正 志 宅 

字 

前 

13: 00-13 : 20 
13: 30-13 :50 

集 会 	所 前 14 : 00-14 : 20 
集 会 	所 前 14: 30-14 :40 

月「1 I 	場 	 所 時 	間 

湊 果 	会 	所 	前 o: 30-10 :10 
4 ．熱 

庁葺謡 
姥 	庖 神 	社 	前 10: 20-10:40 
稲 	実 消 防 屯 所 前 10:50~Il: 10 

17 
広 	田 市 農 協 栄 支 所前 1.1: 20-11: 40 

ト」 
七ッ館 消 防 屯 所 前 13: 00-13 :20 

[H) 
浅 	井 ドライブイン横綱前 13:30一一 13:50 

4
 
H
 1
8
 
H
 関
 

豊 	成 り ん ご 倉 庫 前 9 : 30~ 9 : 50 
俵 	元 消 防 屯 所 前 10: oo~io: 20 
原 	子 コミュニテイハウス前 10:30~Il: 00 
前田野目 

派 	立 

西 塚 商 店 前 

新 谷 勝 男 宅 前 

11:10~u: 30 
13: 00-13 : 20 

高 	野 文 化 セ ン 夕 ー 前 13: 30-13 :50 
II 神 	社 	前 14: 00-14 :20 

4
 月
 
1
9
 
H
 困
 

松島町 八 丁 目 バ ス 停 前 9 : 30~ 9 : 50 
II 松 島 ス 	ト ア 前 10: 00~b0 :20 
I' 松 島 会 館 前 10: 30-10 :50 

田園調布 藤 巻 商 店 前 11:00~li: 20 
鎌 谷町 防 災 セ ン タ ー 前 11: 30-12 :00 
田町・栄町 白 	衣 神 社 前 13: 10-13: 30 
平和町 集． 	会 	所 	前 13: 40-14 :10 
岩木町 市 民 文 化 会館 前 14: 20-14 :40 

4
 月
 
2
0
 
H
 困
 

下平井町 老 人 ホ ー l、 前 9: 30-10 : 00 
敷島・雛田 し き しま コ ミセン前 10: 10~lO :40 
旭 	町 斎 勝 駐 車 場 10: 50~lU 20 
末広町 保 	健 	所 	前 13: 00-14:00 
小 	曲 秋 田 谷 旅 館 前 14: 10-14 :30 

II 農 村 婦 人 の 家 前 14: 40-15 : 00 

4
 月
 
2
1
 
日
 
圏
 

ケ
 
藻
 藻
 

高
 
鶴
 
I
i
 
下
 
新
 若
 
田
 

瀬
 
岡
 
川
 
川
 
宮
 葉
 
川
 

集 	会 	所 	前 9 : 30~ 9 : 50 
コ ミ セ ン 三 好 前 10: 00-10:20 
農 協 倉 庫 前 10: 30-10:50 
消 防 屯 所 前 

集 	会 	所 	前 

11:00~Il: 30 
13: 00-13 :20 

森 	の 	家 	前 13: 30-14 :10 
奈 良 商 店 前 14: 20-14 :40 

※都合の良い場所で受けることができます。 

★商業統計調査（一般飲食店）のポスター 
レ規格 ①縦59享 -、横42ジ（縦長）、（2)4 色以

内（白色は 1色と数えない）、（③） 「通商産業

省」「商業統計調査（一般飲食店）」 「平成元年 

10月 1 日」 の文字を入れる、（④）写真は使用し

ない、（S）ポスターの裏面に 「住所、氏名、職

業（学壇三の場合は学校名、学年）」を明記する

こと 

>I応募期日 4 月20日 （当日マ肖印有効） 

レI応募先及び問い合わせ先 県企画部統計課商

工統計班（青森市長島 1丁目1番1号-か0177 

⑩1 111番内線2181番）へどうそご。 
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堀江 	湛 狂人日記 色川 武夫 

流人100話 小石 房子 へッドノ、ンター H 波戸哲夫 

北日本こころの旅路 榊原 幸一 定年後以後 岡田 誠三 

東チべ J ト横断紀行 朝日 教之 夜と陽炎 開高 	健 

ブライバン一侵害 山本 健治 美味しんぽ探偵局 雁屋 	哲 

核家族時代 松原 治郎 物語五稜郭悲話 
新人物 

往来社 

有料老人ホ一ム 
選び方住み方 福島善之助 辞 令 高杉 	良 

日本の葬式 井之口章次 菜の花郵便局 「
 
か
こ
 
、

っ
 
(
 

い
 

葱とわかめと油揚げ 阿部 なを サラリ一マン九回裏 土岐 雄三 

「日分け 原 	剛 地下道の青春 西村 	滋 

寂聴般若心経 瀬戸内寂聴 粗食派の饗宴 大河内昭爾 

知っていますか 
科学捜査 小田部家邦 感

 
酬
 
山
 
・
い

の
扉
 
寿

」
 
ひ
 
・

h
 
 

椋 	鳩十 

し、まの人は 
商売を知らな、、 三神 良三 二度目の乾杯 山内 美郷 

テレビのしっけ 深谷 昌志 旅して想う 磯村 尚徳 

力学はいかにして 
倉りられたか 吉仲 正和 

血と餅織の 
フオ一クロア 栗本慎一郎 

人の生き方にっいて 森本 哲郎 姑の心嫁の思い 与謝野道子 

星のギリンャ神話 
ウ”オ一ルフ 
・ガング 

1 

‘ごくはビート 山田 詠美 

江戸城と大奥 市川 俊男 真夏の葬列 北方 謙三 

！
 」
 

 
農
 
家
 
嫁
 
が

や
 

ノ
、
  

っ
 
て
 
る
 

小沢禎ー郎 獣 市 津島 佑 

献血にご協力を！ 
今、病気や手術のために多くの人が血液をdる

要としています。 「愛の献血」 に市民の皆さ A一 . 

深いご理解とご協力をお願いします。 

期 	日 時 	間 場 	所 

4 月 6 日 

（木） 

午前10時から 
正午まで 高野 

文化センター前 午後1時から 
午後4時まで 

午前10時から 
午前11時45分まで 

原
 
子
 
コ
 

ミ
セ
 
ュ
ン
 
ニ
タ
 
テ
一
 
イ
前
 

午後1時から 
午後4時まで 

七和農協前 

4 月24日 

（月） 

午前10時から 
正午まで 

五所川原 
中央水産脚 

午後1時30分から
午後4 時まで 

マルトモデパート 
駐車場 

訂 正 

I 

一
 

去る 3 月15日号に掲載の小児マヒ （ポリオ） 

予防生ワクチン投与の日程に一部誤りがありま

したので訂正いたします。 

地区別 実施場所 1 回 目 2 回 目 

松島地区

飯詰地区 

保 	健 

センター 
4 月12日困 5 月24日困 

中川地区 
三好地区 

松島団地 

'I 4 月13日困 5 月25日困 

川 

柳 

川
柳
岩
木
吟

社
 

子
の
家
出
言
葉
が
過
ぎ
た
か
も
知
れ
ず
 

胸
き
ん
を
開
い
た
酒
に
止
ま
る
蝶
 

体
面
を
庇
う
和
解
の
道
探
る
 

開
幕
へ
明
日
の
ス
タ

ー
の
夢
が
燃
え
 

開
運
を
信
じ
て
み
た
い
年
男
 

結
託
を
し
て
も
善
人
に
は
勝
て
ず
 

義
 

朗
 

賢
 

治
 

き

よ
し
 

淡
 

平
 

大
 

吉
 

牧
 
星
 

みんなの健康教室 
ン日 時 4 月28日（金）午後 1時 

＞」場 戸斤 市保健センター 

ン講 師 中村登喜雄先生 

（中村整形外科病院長） 

ンラ二ーマ 「老人の外傷」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 
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